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氏名藤村恒太

(論文内容の要旨)

実物体の3次元情報は,映画,放送,ｹﾞ-ﾑなどの映像制作の現場で広く利

用されている.特に人体･顔の3次元情報は,映像制作だけでなく生体認証,

美容整形,立体造形など様々な応用展開が期待されている.現在このような分

野で利用されている3次元形状計測機器の多くは,ｶﾒﾗと光学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ

を使用したｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法を用いている.また全周囲の3次元情報を獲

得するには,複数台の3次元形状計測機器を組み合わせてｼｽﾃﾑを実現する

のが-般的である.しかし,通常のｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法は,ｽﾘｯﾄ光やﾊﾟ

ﾀ-ﾝ光などを投影して撮影した画像に基づき計測を行うため,物体表面の材

質によっては計測不能もしくはﾉｲｽﾞが発生するなどの課題がある.また実用

化においては,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀの構造が複雑になり,ｶﾒﾗとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀの位

置･姿勢関係の維持に高精度な機器が必要となることや,複数機器間の位置･

姿勢のｷﾔﾘﾌﾞﾚ-ｼｮﾝ及び計測ﾃﾞ-ﾀの統合に多大な労力と時間を要する

などの課題がある･本研究では,人体頭部を対象として,操作者と被写体の負

担を軽減し,簡便でかつ実環境で安定した3次元ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞが可能な実物体計

測手法を提案し,実用的な3次元ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑを構築している.本論文

は以下の4章から構成されている.

まず第1章では,既存の実物体3次元計測技術とその技術を実用化したｼｽ

ﾃﾑ例,及び人体頭部-の適用における課題について概観し,本研究の位置付

けと方針について述べている.

第2章では,操作者と被写体の負担を軽減するために,複数台のﾃﾞｼﾞﾀﾙｶ

ﾒﾗとｽﾗｲﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀという簡易な構成で通常光とｶﾗ-ﾊﾟﾀ-ﾝ投影

光の下で短時間撮影した2種類の画像を用いて,対象の表面材質と模様の有無

に影響されないﾛﾊﾞｽﾄな形状計測を可能にするShape-from-Silh｡uette法と

-度の投影･撮影で計測が可能なｶﾗ-ﾊﾟﾀ-ﾝを対象物体の特徴づけにのみ



使用するﾏﾙﾁｶﾒﾗｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法を統合したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾓﾃﾞﾘﾝ

ｸﾞ手法について述べる.そして,ﾏﾙﾁｶﾒﾗｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法において,

特徴点べ-ｽｽﾃﾚｵ処理の結果を初期条件として領域ﾍﾞ-ｽｽﾃﾚｵ処理を

適用し,ｻﾌﾞﾋﾟｸｾﾙﾚﾍﾞﾙでの高精度化を実現する2段階ｽﾃﾚｵ処理手法

を提案している.

第3章では,提案手法を用いたｼｽﾃﾑ化として,人体頭部全周囲と人体顔

前面部のそれぞれを対象として,短時間自動撮影及び撮影画像のみによる全自

動ｷﾔﾘﾌﾞﾚ-ｼｮﾝと全自動ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを実現し,操作者と被写体の負担を

軽減する3次元ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑの構築について述べている.そして,実際

に人物をﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞした結呆を示し,提案手法の有効性を検証している.また,

本ｼｽﾃﾑの具体的な応用例を示し,実用面での有用性を確認している.

最後に第4章では,本研究を総括するとともに,今後の展望について述べて

いる.



氏名 藤村恒太

(論文審査結果の要旨)

本論文は,対象を周囲から撮影した複数の画像を用いるShape-from-

Silhouette法と対象-のﾊﾟﾀ-ﾝ投影像を撮影するｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法を統

合したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型の3次元計測手法と人体頭部のﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを想定したｼ

ｽﾃﾑ化技術について述べている.特に,ｽﾃﾚｵ処理において特徴点ﾍﾞ-ｽ

ｽﾃﾚｵの結果を初期条件として領域ﾍﾞ-ｽｽﾃﾚｵを適用する2段階処理方

式に関して新規の提案を行うとともに,提案手法のｼｽﾃﾑ化に関して,具体

的な応用展開を示し,ｼｽﾃﾑ開発を通して実用面での有用性を確認している.

本論文の成果は以下の2点に要約される.

1.人体頭部の3次元ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを目的として,換作者と被写体の負担軽減と

実環境での安定動作が可能な3次元計測手法を提案している.具体的には,複

数のﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗとｽﾗｲﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀという機器構成で,通常光とｶﾗ

-ﾊﾟﾀ-ﾝ投影光の下で短時間撮影した2種類の画像を用いて,対象の表面材

質や模様の有無に影響されないﾛﾊﾞｽﾄな形状計測を可能にするShapeｲrom-

Silhouette法と-度の投影･撮影で計測が可能なｶﾗ-ﾊﾟﾀ-ﾝを対象物体の

特徴づけに使用するﾏﾙﾁｶﾒﾗｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法を統合したﾊｲﾌﾞﾘｯ

ﾄﾞ手法を提案している.この中で,ｱｸﾃｲﾌﾞｽﾃﾚｵ法において,特徴点ﾍﾞ

-ｽｽﾃﾚｵ処理の結果を初期条件として領域ﾍﾞ-ｽｽﾃﾚｵ処理を適用し,

ｻﾌﾞﾋﾟｸｾﾙﾚﾍﾞﾙでの高精度化を実現する2段階ｽﾃﾚｵ処理を新規に提案

している.また,提案手法の計測精度に関して定量的評価を行っている.

2.提案手法のｼｽﾃﾑ化に関して,人体頭部3次元ﾓﾃﾞﾙの応用展開例を示

すとともに,具体的な応用ｼｽﾃﾑの例として,愛知万博におけるｱﾄﾗｸｼ

ﾖﾝのためのｼｽﾃﾑ構築事例を報告するとともに,ｼｽﾃﾑの要求条件を満

たすための工夫,稼動実績等について報告し,実用性を実証している.

以上述べたように,本論文では,人体頭部の3次元ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを目的とした3

次元計測手法を提案するとともに,実利用ｼｽﾃﾑの開発を通して手法の有効

性･有用性を検証している.本研究は, 3次元計測分野において,学術,実用の

両面での貢献を認めることができる.本論文の主要部分に相当する内容は,既

に学会論文誌に掲載されるとともに,国際会議等においても公表されている.

よって,本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


